
令和７年度 小説『安曇野』若者向け紹介動画作成業務委託 仕様書 

１ 業務名称 

  令和７年度  小説『安曇野』若者向け紹介動画作成業務委託 

 

２ 業務期間 

   契約の日から令和８年３月 19 日（納期限）まで 

 

３ 業務履行場所 

安曇野市ほか 

 

４ 業務目的 

安曇野の名を全国に広めるきっかけとなった小説「安曇野」について、若年層における認知度

の向上と興味関心の喚起を図り、実際に小説を手に取り読むきっかけを創出するため、若い世

代に向け小説の魅力や内容を簡潔に伝える動画コンテンツを制作する。 

 

５ 業務内容 

（１） 業務計画及び準備 

業務内容や工程を精査し、計画やスケジュールを作成する。 

（２） 企画・構成 

映像の企画・構成を決定し、シナリオを作成する。映像の内容はおおむね以下を想定するが、

詳細は市と協議して決定する。 

・映像の視聴対象は小学校高学年から中学生を想定し、この年代の子どもたちにわかりやす 

い内容にする。 

・小説『安曇野』の１～３部をメインとする。 

（全５部の中の１～３部に焦点を当てた動画であることを説明する。） 

・当時の歴史的な背景を説明する。 

・安曇野の昔の情景等を描写する。 

・作品の主な登場人物を紹介する。 

・相馬夫妻が東京に移住し、中村屋を創業、発展させた経過や中村サロンについて説明す 

る。 

・中村屋の「純印度式カリー」、「ボルシチ」について紹介する。 

 ※市内小学校で動画を放映し、学校給食でカレーを提供することを検討している。 

（３） 映像制作 

企画・構成に基づき、必要な映像素材の収集、取材・撮影、作画等及び編集を行う。なお、使



用映像については以下に留意する。 

① 受託者は、必要に応じ受託者が過去に安曇野市内で撮影し自社で所有する映像を提供

する、もしくは新規に撮影を行うこと。 

② 撮影を行う場合は、撮影に当たり必要となる関係者、関係場所の撮影許可取得及び日程

調整、肖像権や著作権についての必要な手続き等の調整を行うものとする。 

③ 業務に必要な映像素材、資料、情報等で市が所有するものについては貸与する。なお、業

務終了後は、協議の上返還又は破棄する。 

（４） 編集 

① 動画の長さは 10 分程度とする。 

② ターゲットとなる小学校高学年から中学生が興味を持って視聴できる内容となるよう、工

夫された訴求効果の高い映像作品を制作する。 

③ 映像の編集を行い、必要に応じて音響・ＢＧＭ・ナレーション・テロップ等を効果的に入れ

る。使用言語は、日本語とする。 

④ 動画データ完成までの間に、複数回校正の機会を設けること。 

（５） 協議 

各業務の実施に当たっては、事前に市と十分に協議することとし、定期的に市と打合せを行

い進捗状況の報告の場を設けること。 

 

６ 制作物の規格等 

（１） 映像の条件 

① 映像のアスペクト比率は 16：９とする。 

② 映像は、大型スクリーン（200 インチ程度）等での上映も考慮に入れ、相応の画質・品質と

する。 

（２） 映像使用想定媒体 

安曇野市内の小中学校における周知活動に使用するほか、YouTube をはじめとする各種

S N S、ホームページ、デジタルサイネージ、イベント等での上映等、幅広く活用を予定する。 

 

７ 成果品 

（１） 業務スケジュール表 

（２） 協議で必要となった提案書類等 

（３） 以下映像データを格納した DVD-R 及び Blu-ray  各 3 枚 

① ＭＰ４等、YouTube にアップロード可能なファイル形式 

② 完パケ・白完パケ 各１式（いずれも HD） 

 

 



８ 委託料の支払い 

・受注者は、業務履行後に完了届を提出する。 

・本業務の委託料は、業務完了検査後に一括して支払うものとする。 

９ 業務受注における注意事項 

（１） 本契約に係る費用は、全て契約金額に含むものとする。 

（２） 受注者は、この契約による業務を処理するための個人情報の取扱いについては、別記「個人

情報の取扱いに係る特記事項」を守らなければならない。 

（３） 受注者は、本業務の遂行上知り得た情報は、受注業務の遂行等以外の目的に使用したり、第

三者に提供したりしてはならない。 

（４） 受注者は、市に対し、本業務の成果品に関する全ての著作権を譲渡し、利用及び複製、再編

集は市において自由に行うことができるものとする。ただし、別途協議が必要な場合は、この

限りでない。 

（５） 受注者は、成果品が第三者の著作権等を侵害していないことを保証し、第三者から成果品に

関して著作権等の侵害を主張された場合の一切の責任は、受注者が負うものとする。 

（６） 受注者は、本業務の全部を第三者に委託し、又は請負わせることはできない。ただし、あらか

じめ市と協議の上承諾を得た場合は、業務の一部を委託することができる。 

（７） 災害等その他不測の事態により、業務の全部又は一部の実施が困難となった場合は、発注者

と対応策を別途協議し、対応する。 

（８） 本仕様書に定めのない事項又は本仕様書に定める事項に疑義が生じた場合は、発注者と協

議の上、決定するものとする。 

 

１０ 事業担当者 

  政策部政策経営課企画担当 

係長  白鳥 和子   担当者  日高 光 

電話  0263-71-2401  FAX  0263-71-5155 

メール seisakukeiei@city.azumino.nagano.jp 

 

 

  

mailto:seisakukeiei@city.azumino.nagano.jp


（別記） 

個人情報の取扱いに係る特記事項 

 

（基本的事項） 

第１ 受注者は、個人情報（個人情報の保護に関する法律（平成 15 年法律第 57 号）第２条第１項に規定する個

人情報をいう。以下同じ。）の保護の重要性を認識し、この契約による業務の実施に当たっては、個人情報の保

護に関する法律、安曇野市個人情報保護法施行条例（令和４年安曇野市条例第 32号）その他関係法令等を遵守

し、個人の権利利益を侵害することのないよう、個人情報の取扱いを適正に行わなければならない。 

（機密の保持） 

第２ 受注者は、この契約による業務に関して知り得た個人情報を他に漏らしてはならない。この契約が終了し、

又は解除された後においても同様とする。 

（収集の制限） 

第３ 受注者は、この契約による業務を行うために個人情報を収集するときは、その業務の目的を明確にし、目的

を達成するために必要な範囲内で、適正な方法により収集しなければならない。 

 （目的外利用及び提供の禁止） 

第４ 受注者は、この契約による業務に関して知り得た個人情報を契約の目的外に利用し、又は第三者に提供し

てはならない。 

（安全管理措置） 

第５ 受注者は、この契約による業務に関して知り得た個人情報について、漏えい、滅失、き損及び改ざん（以下

「漏えい等」という。）の防止その他の個人情報の適正な管理のために必要な措置を講じなければならない。 

２ 受注者は、個人情報の取扱いに関する規程類を整備するとともに、本件業務に係る個人情報の管理責任者を

選任しなければならない。 

３ 受注者は、個人情報を取り扱う場所及び保管する場所（以下「作業場所」という。）を定めるとともに、作業

場所に係る入退室の規制、防災・防犯対策その他の安全対策を講じなければならない。 

４ 受注者は、本件業務に係る個人情報の取扱いに着手する前に前３項に定める管理体制、安全対策その他の安

全管理措置について、確認しなければならない。 

（第三者への委託等の禁止） 

第６ 受注者は、発注者が承諾した場合を除き、この契約による業務については自らが行い、第三者（会社法（平

成 17 年法律第 86 号）第２条第１項第３号に規定する子会社を含む。以下同じ。）に委託し、又は請け負わせ

てならない。 

（第三者への委託等の準用） 

第７ この特記事項は、受注者が、発注者の承諾に基づき、この契約による業務を第三者に委託し、又は請け負わ

せるときに準用する。 

（業務従事者への周知） 

第８ 受注者は、その業務に従事している者に対して、在職中及び退職後においても当該契約による業務に関し

て知り得た個人情報の内容をみだりに他人に知らせ、又は不当な目的に使用してはならないことなど、個人情

報の保護に必要な事項を周知させるものとする。 

（複写又は複製の禁止） 

第９ 受注者は、この契約による業務を処理するため発注者から引き渡された個人情報が記録された資料等を発

注者の承諾なしに複写し、又は複製してはならない。 

（資料等の返還） 

第１０ 受注者は、この契約による業務を処理するために、発注者から提供を受けた個人情報が記録された資料

等は、この契約の完了後直ちに発注者に返還するものとする。ただし、発注者が別に指示したときは当該方法に

よるものとする。 

（資料等の廃棄） 

第１１ 受注者は、この契約による業務を処理するために、受注者自らが収集し、又は作成した個人情報が記録さ

れた資料等は、この契約の完了後速やかに廃棄するものとする。ただし、発注者が別に指示したときは、この限

りでない。 

（監査及び調査） 

第１２ 発注者は、この契約に係る個人情報の取扱いについて、安全管理措置が講じられているかどうか監査又

は調査を行うことができる。 

 （事故報告） 

第１３ 受注者は、この契約に違反する事態が生じ、又は生じるおそれのあることを知ったときは、速やかに、発

注者に報告し、発注者の指示に従うものとする。この契約が終了し、又は解除された後においても同様とする。 

 （指示） 

第１４ 発注者は、受注者が契約による業務を処理するために取り扱っている個人情報について、その取扱いが

不適当と認められるときは、受注者に対して必要な指示を行うことができる。 

（契約の解除及び損害の賠償） 

第１５ 発注者は、次の各号のいずれかに該当するときは、この契約を解除し、又は受注者に対して損害賠償の請



求をすることができる。 

 (１) 本件事務を処理するために受注者が取り扱う個人情報について、受注者の責に帰すべき理由による個人

情報の漏えい等があったとき。 

 (２) 前号に掲げる場合のほか、この特記事項に違反し、本件業務の目的を達成することができないと認めら

れるとき。 

２ 前項第１号の個人情報の漏えい等に伴う損害賠償その他の一切の責任は、個人情報の漏えい等が、受注者が

第三者への発注等をし、当該第三者等において発生した場合であっても、当該受注者が負うものとする。 

 


